








初回腎生検時腎機能正常で、生検後 2年以上経過観察している lgA 腎症小児 200 例を対象

に、予後因子を検討した。生検時高度蛋白尿持続例とびまん性メサンギウム増殖、糸球体

硬化・半月体・癒着を 30%以上認める症例の予後は不良で積極的な治療が必要である。


